
を
数
値
化
し
・
：
連
結
決
算
書
（
あ
る
い
は
概
念
図
）

を
作
る
の
も
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
。

３
-
港
湾
収
支
と
港
湾
行
政

①
－
港
湾
管
理
者
財
政
収
支
状
況
等

　
こ
こ
で
、
も
う
一
度
原
点
に
戻
り
、
数
字
で
港
湾

行
政
の
収
支
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
運
輸
省
港
湾
局
が
取
り
ま
と
め
た
平
成
三
年
度
の

調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
主
要
八
港
の
官
庁
会
計
方

式
に
よ
る
歳
出
合
計
約
三
千
八
百
五
十
億
円
（
管
理

費
六
百
九
十
億
円
、
施
設
整
備
費
二
千
四
十
億
円
、

公
債
償
還
費
七
百
五
十
億
円
等
）
に
対
す
る
特
定
財

源
（
港
湾
収
入
一
千
三
百
十
億
円
、
国
庫
負
担
金
二

百
七
十
億
円
、
公
債
七
百
四
十
億
円
等
）
は
、
約
三

千
四
百
十
億
円
で
、
一
般
財
源
約
四
百
四
十
億
円
を

繰
り
入
れ
、
収
支
尻
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　
本
港
も
（
港
湾
整
備
事
業
費
会
計
を
含
む
）
、
歳

出
約
六
百
八
十
億
円
に
対
し
、
特
定
財
源
約
五
百
七

十
億
円
、
一
般
財
源
約
百
十
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
、
企
業
会
計
方
式
収
支
表
に
よ
る
と
、
八

港
の
経
常
収
益
約
八
百
四
十
億
円
に
対
す
る
経
常
費

用
は
約
九
百
九
十
億
円
、
収
支
比
率
は
百
十
七
と
、

経
営
状
況
は
良
く
な
い
。
本
港
も
、
経
常
収
益
約
二

百
億
円
、
経
常
費
用
は
約
二
百
四
十
億
円
、
収
支
比

率
百
二
十
三
と
な
っ
て
い
る
。
四
年
度
は
こ
れ
が
百

三
十
九
と
な
り
、
経
営
状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。

　
　
「
収
支
赤
字
の
原
因
と
し
て
は
、
①
使
用
料
そ
の

他
の
収
入
が
少
な
い
、
②
利
子
の
負
担
が
大
き
い
、

②
人
件
費
そ
の
他
の
管
理
費
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
、

④
減
価
償
却
費
が
増
大
し
て
い
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
特
に
、
公
債
利
子
と
減
価
償
却
費
は
、
年
々

増
加
し
て
巨
額
と
な
っ
て
い
き
て
い
る
が
、
そ
れ
に

見
合
う
収
入
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
港

湾
施
設
の
運
営
に
関
し
て
公
共
性
と
の
関
連
も
あ
り
、

こ
れ
が
財
政
収
支
の
改
善
を
難
し
い
も
の
と
し
て
い

る
」
（
市
来
清
也
「
港
湾
管
理
論
」
）

　
こ
の
よ
う
な
収
支
赤
字
の
状
況
は
従
来
か
ら
続
い

て
お
り
、
昭
和
四
十
年
に
は
、
港
湾
審
議
会
が
、
国

庫
負
担
の
引
き
上
げ
、
料
金
の
適
正
化
や
料
金
体
系

の
再
検
討
な
ど
、
管
理
者
財
政
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
諸
施
策
を
提
言
（
運
輸
大
臣
に
答
申
）
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
港
湾
管
理
者
の
財
政
問
題
は
、

構
造
的
要
因
を
は
ら
み
、
古
く
て
新
し
い
困
難
な
課

題
で
あ
る
。

０
－
港
湾
行
政
の
特
殊
性

　
こ
こ
で
ま
ず
、
港
湾
行
政
の
一
般
行
政
と
の
違
い
、

変
化
を
整
理
し
た
い
。

①
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
整
備
主
体
と
し
て
、
本
市
以

外
に
国
（
直
轄
工
事
）
及
び
埠
頭
公
社
が
あ
る
こ
と

（
民
間
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
）

②
施
設
利
用
者
が
、
市
民
利
用
施
設
は
別
に
し
て
、

船
会
社
で
あ
り
、
港
運
、
倉
庫
会
社
な
ど
関
連
業
界

で
あ
る
こ
と

③
投
資
効
果
を
高
め
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
確
保
が
至

上
命
題
で
あ
る
こ
と

④
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
利
用
港
湾
を
経
済
原
則
に
従

い
選
択
す
る
こ
と

⑤
し
た
が
っ
て
、
使
い
勝
手
の
良
い
港
づ
く
り
、
的

確
な
需
要
見
通
し
に
沿
っ
た
先
行
投
資
が
肝
要
で
あ

る
こ
と

⑥
近
隣
港
湾
と
の
間
で
ユ
ー
ザ
ー
誘
致
競
争
が
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る

⑦
近
年
行
政
効
率
を
高
め
る
た
め
、
民
間
活
力
（
資

本
）
を
積
極
的
に
導
入
し
、
新
た
な
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
る
こ
と

　
海
の
公
園
＝
八
景
島
の
例
（
埋
立
事
業
会
計
）
の

ほ
か
「
横
浜
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
「
横
浜
港
国

際
流
通
セ
ン
タ
ー
」
「
「
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー

ナ
」
の
設
立
、
出
資
等

⑧
投
資
効
果
が
（
本
港
の
経
済
圏
）
が
市
域
外
に
及

表－５　港湾費とその主な特定財源の経年変化（当初予算ペース）
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ぶ
こ
と

⑨
市
民
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
へ
の
期
待
に
こ
た

え
、
魅
力
あ
る
港
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
非
（
低
）

収
施
設
へ
の
投
資
が
増
え
て
い
る
こ
と

　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
制
度
的
制
約
を
前

提
に
す
る
と
、
前
段
に
述
べ
た
港
湾
管
理
者
財
政
の

好
転
は
、
非
常
に
困
難
に
思
え
る
。

　
当
面
、
料
金
収
入
の
大
幅
増
収
は
見
込
め
な
い
。

効
率
的
港
湾
経
営
を
心
掛
け
た
と
し
て
も
、
経
費
は

増
大
す
る
。
長
期
的
に
整
備
を
進
め
る
南
本
牧
ふ
頭

の
投
資
回
収
は
、
か
な
り
先
に
な
り
、
臨
港
幹
線
道

路
に
収
益
性
は
期
待
し
に
く
い
。
港
に
寄
せ
る
市
民

ニ
ー
ズ
は
、
今
後
も
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
等
々
。

　
個
々
の
施
設
利
用
の
対
価
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
料

金
と
し
て
徴
収
す
る
が
、
泊
地
を
除
く
水
域
施
設
と

外
か
く
施
設
の
利
用
に
対
し
て
は
、
料
金
を
徴
収
で

き
な
い
（
法
四
四
条
）
。
臨
港
道
路
や
緑
地
、
泊
地

に
つ
い
て
も
料
金
徴
収
は
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
入

港
料
や
環
境
整
備
負
担
金
が
、
こ
れ
を
補
完
し
て
い

る
と
は
到
底
言
え
な
い
。

　
一
方
、
従
来
港
湾
は
、
一
般
道
路
と
同
様
の
社
会

的
公
共
物
と
の
観
念
が
あ
り
、
料
金
は
低
率
で
あ
る

べ
き
だ
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
更
に
円
高
に
よ
っ

て
、
他
の
極
東
港
湾
に
比
べ
割
高
と
な
っ
た
わ
が
国

の
港
湾
料
金
（
こ
の
場
合
民
間
料
金
を
含
む
）
を
見

直
す
べ
き
だ
（
さ
も
な
い
と
メ
イ
ン
ポ
ー
ト
か
ら
外

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
）
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
現
状
で
は
、
こ
の
自
主
財
源
拡
大
に
大
き
な
期
待

が
か
け
ら
れ
な
い
以
上
い
港
湾
に
か
か
わ
る
国
庫
補

助
負
担
率
の
引
き
上
げ
や
国
税
の
還
元
を
厚
く
す
る

こ
と
を
望
み
た
い
。
前
に
述
べ
た
港
湾
に
よ
る
税
収

等
へ
の
貢
献
は
別
次
元
の
話
で
あ
る
。

　
ま
た
、
港
湾
に
都
市
的
・
市
民
的
機
能
が
付
加
さ

れ
て
く
る
と
ま
す
ま
す
収
支
状
況
は
悪
く
な
る
。
こ

れ
に
対
す
る
一
般
財
源
の
税
収
（
負
担
）
は
当
然
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

４
－
結
び
に
か
え
て

　
　
「
ぶ
ら
じ
る
丸
」
だ
か
「
さ
ん
と
す
丸
」
だ
っ
た

か
、
大
さ
ん
橋
で
移
民
船
に
小
学
校
の
同
級
生
を
見

送
っ
た
。
昭
和
三
十
三
、
四
年
頃
で
あ
る
。
接
収
地

も
多
く
未
だ
貧
し
い
時
代
だ
っ
た
。
し
か
し
、
溢
れ

る
テ
ー
プ
は
人
の
情
け
を
つ
な
ぎ
、
港
は
人
の
心
の

行
き
交
う
所
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
、
根
岸
湾
の
埋
め

立
て
が
始
ま
っ
た
。
海
の
喪
失
感
と
共
に
、
広
漠
と

し
た
埋
立
地
に
高
度
成
長
の
足
音
を
子
ど
も
心
に
聞

い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
漁
業
を
営
ん
で
い
た
私
の
身
近

な
人
々
も
、
新
た
な
転
身
を
図
っ
て
い
た
。

　
今
家
か
ら
、
根
岸
湾
工
業
地
帯
の
向
こ
う
に
南
本

牧
の
現
場
が
見
え
る
。
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
船

の
打
設
機
が
林
立
す
る
。
航
行
す
る
大
型
コ
ン
テ
ナ

船
は
、
ひ
と
き
わ
力
強
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
見
え

る
。
休
日
に
は
小
さ
な
白
帆
も
浮
か
ぶ
。

　
現
在
、
大
さ
ん
橋
は
百
年
の
歴
史
を
閉
じ
、
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
南
本
牧
ふ
頭
は
、

横
浜
港
の
新
た
な
活
力
を
担
う
最
新
鋭
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
、
着
実
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
港

は
、
時
代
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
変
貌
を
重
ね
て

い
く
。

　
今
ま
で
財
政
的
視
点
か
ら
、
本
港
を
眺
め
て
き
た
。

歴
史
の
変
遷
の
中
で
、
港
湾
法
成
立
と
い
う
大
き
な

エ
ポ
ッ
ク
を
経
て
、
整
備
運
営
主
体
は
変
化
し
、
港

湾
機
能
も
ま
た
変
化
し
て
き
た
。

　
港
の
建
設
管
理
運
営
コ
ス
ト
は
誰
が
負
担
す
べ
き

な
の
か
。
港
湾
整
備
事
業
に
企
業
性
が
期
待
さ
れ
て

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
１
総
合
港
湾
へ
の
模
索
③
港
湾
経
営
と
自
治
体
財
政

い
る
以
上
、
ユ
ー
ザ
ー
負
担
が
第
一
義
で
あ
り
、
次

に
管
理
者
で
あ
る
本
市
で
あ
り
国
で
あ
る
。
負
担
率

は
、
本
港
が
寄
与
す
る
機
能
の
変
数
と
も
い
え
る
が
、

現
実
は
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細
な
分
析
を
待
つ

と
し
て
、
本
市
の
負
担
が
大
き
い
よ
う
に
思
え
る
。

今
後
の
改
善
に
期
待
し
た
い
。
一
方
本
市
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
し
て
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
根

ざ
し
、
経
営
感
覚
・
時
代
感
覚
を
研
き
、
港
湾
機
能

向
上
発
展
に
専
念
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
「
外
国
人
は
毫
も
租
税
を
出
す
に
及
ば
ず
、
条
約

上
許
せ
る
居
留
地
に
在
て
は
何
等
の
法
律
に
も
服
従

せ
ず
し
て
可
な
る
や
う
成
り
居
れ
り
。
日
本
は
海
岸

に
灯
台
を
設
け
、
浮
標
を
置
き
た
る
為
に
五
百
万
弗

を
費
し
、
且
之
を
保
存
せ
ん
為
に
年
々
二
十
万
弗
を

支
弁
せ
り
。
然
れ
ど
も
外
国
船
の
日
本
の
港
湾
に
出

入
り
す
る
も
の
一
も
之
に
向
て
其
費
用
を
払
ふ
こ
と

無
し
」
。
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
、
東
京
日
日
新
聞

に
載
っ
た
横
浜
港
に
関
す
る
記
事
だ
と
い
う
（
司
馬

遼
太
郎
「
街
道
を
ゆ
く
」
）
。
港
湾
に
財
政
問
題
は
付

き
物
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
不
平
等
条
約
時
代
の
居

留
地
貿
易
か
ら
自
由
貿
易
へ
、
更
に
震
災
・
戦
災
の

克
服
と
、
横
浜
市
民
は
先
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
業

績
に
強
い
誇
り
を
持
つ
。

　
町
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
観
光
の
拠
点
に
、
と

更
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
、
こ
の
と
こ
ろ
城
の

復
元
ブ
ー
ム
だ
と
い
う
。
横
浜
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に

港
が
あ
り
、
こ
こ
に
夢
を
託
し
た
い
。
拡
散
解
体
す

る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
横
浜
市
民
の
求
心
性
・
方

向
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
市
民
生
活
に
深
く

結
び
付
き
、
独
自
の
港
湾
文
化
を
創
造
発
信
す
る
豊

饒
な
空
間
と
し
て
、
横
浜
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大

き
い
。

　
　
Λ
港
湾
局
経
理
課
課
長
補
佐
経
理
第
一
係
長
Ｖ
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